
 

［成果情報名］ SDHI 剤耐性トマト葉かび病菌に対してイソフェタミドは高い防除効果を有する 

［要約］ 県内のトマト葉かび病菌では SDHI 剤に対する感受性の低下が高率で認められる。

イソフェタミドは SDHI 剤に分類されるが、他の SDHI 剤耐性菌と比較して高い予防・治

療効果を示す。 
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［背景・目的］  

県内で採取されたトマト葉かび病菌では、SDHI 剤であるペンチオピラドに対する感受性

の低下が確認されている。SDHI 剤は薬剤によって異なる感受性を示すことが報告されてお

り、交差耐性を示さない剤が存在する可能性が考えられた。そこで、有効な薬剤を探索す

るため、トマト葉かび病に対する SDHI 剤 5 剤の培地での感受性と植物体での防除効果を評

価した。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．最小生育阻止濃度（以下：MIC 値）1μg/ml 以下の菌株の割合は、すべての剤で約 20%

と低い（表１）。 

２．ペンチオピラド、ボスカリド、イソピラザムおよびピラジフルミドでは、MIC 値 100μg/ml

以上の菌株が約 80%である（表１）。 

３．一方で、イソフェタミドでは、いずれも MIC 値 10μg/ml の菌株が 76%と異なる分布を

示す（表１）。なお、MIC 値 10μg/ml を超える菌株は認められなかった。 

４．MIC 値 0.1μg/ml である感受性菌に対しては 5 剤すべてで、防除価 97 以上の高い効果

を示す（表２）。 

５．イソフェタミドを除く 4 剤に対する MIC 値が 100μg/ml を超える耐性菌 2 菌株に対し

て、イソフェタミドのみが防除価 90 以上の高い防除効果を示す（表２）。 

６．トマト葉かび病菌の接種１週間前、当日および 3 日後のイソフェタミド散布はいずれ

も高い防除効果を示す（表３）。なお、接種当日散布と接種 3 日後散布の防除効果は、

接種 1 週間前散布より高い傾向にある（表３）。 

７．以上より、県内で採取されたトマト葉かび病菌では、SDHI 剤の感受性の低下が高率に

認められる。SDHI 剤の中でもイソフェタミドは感受性の低下の程度が小さく、病原菌の

感染前、感染後においても高い防除効果を示す。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．供試薬剤は、2023 年 5 月時点でトマト葉かび病に対して登録がある。使用の際には登

録内容を確認する。 

２．トマト葉かび病菌では、ペンチオピラド、ボスカリドの MIC 値がそれぞれ 0.5μg/ml、

1μg/ml を超える菌株が耐性菌と定義されている。 

３．県内で採取したトマト葉かび病菌では、イソフェタミドの MIC 値が 10μg/ml を超える

菌株は確認されていない。 

４．供試した菌株は、2018 年、2019 年に奈良市、大和郡山市、天理市、宇陀市、田原本町

で採取した。 

 

  



 

 ［具体的データ］ 

 

表 1．各種 SDHI 剤に対する最小生育阻止濃度別のトマト葉かび病菌株数の分布 

 

 

 

表 2．SDHI 剤の感受性が異なるトマト葉かび病菌に対する各種 SDHI 剤の防除効果 

 
 

  



 

 

表 3．SDHI 剤耐性トマト葉かび病菌に対するイソフェタミド散布時期別での防除効果 

 

 

［その他］ 

研究課題名：遺伝子診断によるキク、トマトなどの重要病害診断技術の開発 

予算区分・研究期間：安定生産技術開発事業・2019〜2023年 

研究担当者：浅野峻介 

発表誌等：Journal of Phytopathology（2024）172(1).e13243 


